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議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

疫病退散の願い乗せ
佐原囃子が鳴り響く

今月
地域
こん
お金
議案
ココ
8人録画映像

疫病退散の願い乗せ
佐原囃子が鳴り響く
（小野川下座舟 10月11日）

議会ライブ中継録
スマホでも本会議の動画が視
議会ライブ中継録

（小（小（小（小（小小（小（小（小小野川野川野川野川野川野川野野川下座下座下座下座下座下座下座座下下 舟 舟舟舟舟 舟 舟舟舟舟 10101010101010101 月1月1月1月1月11月1月1月111日1日1日1日1日1日11 ）））））））（小野川下座舟 10月11日）



●
香
取
市
を
選
ん
だ
理
由
は

齊
藤
／
旅
行
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
利
用
す
る
の
で
す
が
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
外
国
の
方
か
ら

「
佐
原
の
ま
ち
に
泊
ま
り
た
い

ん
だ
け
ど
」と
聞
き
、
香
取
市

は
千
葉
の
原
風
景
が
残
る
良
い

と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た

の
で
、
将
来
、
佐
原
の
ま
ち
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
や
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制
度
は
、

今
の
自
分
に
不
足
し
て
い
る
も
の
を
補
え
る

と
感
じ
、
飛
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

岡
田
／
前
職
で
観
光
雑
誌
の
記
者
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
次
は
観
光
の
仕
事
が
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
香
取
市
に

来
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
祭

り
や
香
取
神
宮
と
い
う
観
光
資
源
が
あ
る
の

地
域
お

市
議
会

　

香
取
市
初
の
任
命
と
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。
地
域
住
民

と
の
交
流
を
大
切
に
日
々
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
2
人
と
座

談
会
を
行
い
ま
し
た
。

to

齊藤 瑠奈 さん（船橋市出身）

地域の人々との
信頼関係を軸に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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は
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
持
つ
ス

キ
ル
も
生
か
せ
る
と
思
い
ま
し
た
。

●
現
在
の
活
動
状
況
は

岡
田
／「
ウ
エ
ル
カ
ム
・
ト
ゥ
・
千
葉
」と
い

う
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

物
産
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
の
た

め
に
な
る
事
を
探
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

齊
藤
／
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
は
、
町
の
人
た

ち
の
協
力
が
必
要
な
た
め
、
な
る
べ
く
外
に

出
て
、
地
域
の
人
々
と
信
頼
関
係
が
築
け
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
は

岡
田
／
佐
原
お
か
み
さ
ん
会
や
ザ
・
フ
ァ
ー

ム
の
方
と
一
緒
に「
竹
灯
り
」の
イ
ベ
ン
ト
を

作
り
上
げ
る
経
験
を
し
ま
し
た
。
地
元
の
声

を
聴
き
、
要
望
を
く
み
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

齊
藤
／
水
郷
佐
原
観
光
協
会
の
所
属
で
す
が
、

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
た
め
、
小
見
川
、

山
田
、
栗
源
地
域
に
も
足
を
の
ば
し
、
地
域

の
方
の
お
話
し
を
聞
い
て
い
ま
す
。

●
香
取
の
資
源
と
は

岡
田
／
観
光
資
源
は
現
状
で
十
分
魅
力
的
な

の
で
、
商
品
開
発
や
売
り
方
な
ど
を
考
え
る

こ
と
が
、
も
っ
と
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く

上
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光
協
会
の
あ

る
佐
原
だ
け
、
小
見
川
だ
け
で
は
な
く
市
全

体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
シ
フ
ト
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
移
住
・
定
住
促
進
に
足
り
な
い
も
の
と
は

齊
藤
／
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
夫
婦
や
小
さ
な
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
と
し
て
、
移
住
の
促
進
な

ど
を
広
報
し
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
せ
る
こ
と
は
、
貴

重
な
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
田
／
家
賃
が
高
く
、
１
人
暮
ら
し
向
け
の

賃
貸
も
少
な
い
た
め
、
若
者
が
来
る
に
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
後
の
活
動
は

岡
田
／
雑
誌
を
作
っ
て
い
た
経
験
を
生
か

し
、
紙
媒
体
で
あ
る
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を「
誰
に
必
要
な
の
か
」「
ど
う
い
う
項
目

が
必
要
な
の
か
」を
も
う
一
度
考
え
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

齊
藤
／
個
人
で
の
発
信
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
、
す
で
に
知
名
度
の
あ
る
施
設
な

ど
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
人
と
人
と
を
繋

ぐ
こ
と
で
大
き
な
発
信
に
繋
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
そ
の

一
つ
で
、
雑
誌
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
取
材

も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に「
実
は

こ
っ
ち
も
あ
り
ま
す
よ
」と
紹
介
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
観
光
Ｐ
Ｒ
の
広
域
連
携
へ
の
意
欲
は

齊
藤
／「
東
国
三
社
参
り
」で
香

取
神
宮
、
鹿
島
神
宮
、
息
栖
神

社
へ
公
共
交
通
機
関
で
行
き
た

い
と
い
う
方
が
い
る
の
で
す
が
、

バ
ス
と
電
車
を
ど
う
乗
り
継
げ

ば
良
い
の
か
な
ど
の
情
報
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
香
取
市
だ
け

で
な
く
、
近
隣
の
自
治
体
と
連

携
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

岡田 隆太郎 岡田 隆太郎 さん（富津市出身）さん（富津市出身）

香取の観光資源を香取の観光資源を
生かす生かす

　

市
議
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
う
窓
口
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

座
談
会
で
は
、
地
域
貢
献
の
た
め
に
活

動
す
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
お
二

人
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
が
聞
け
ま
し
た
。

香
取
市
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
。
情

報
発
信
や
商
品
開
発
、
観
光
客
の
受
入

体
制
、
移
住
す
る
側
か
ら
の
意
見
等
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
皆
さ
ん
の
声
を
市

政
へ
反
映
さ
せ
る
施
策
を
提
言
し
て
い

き
ま
す
。

貴
重
な
意
見
を
市
政
へ

重
な
意
見
を
市
政
へ
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こんなことが
決まりました！

審議結果定例会

9月
　

令
和
2
年
9
月
定
例
会
を
8
月
25
日
か
ら
9
月
18
日
ま
で
の
25
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。9
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
の
3
日
間
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
10
日
に
は
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
、
福
祉
教
育
常

任
委
員
会
、
生
活
経
済
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
を

は
じ
め
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
、

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
そ
の
他
報
告　

5
件

市
長
提
出
議
案 

…

件
21

　
　
　
　

認
定 

…

件
12

　
　
　
　

請
願 

…

件
2

議
員
発
議
案 

…
…

件
2

■
審
議
さ
れ
た
議
案

件

計

37

議案第1号　令和2年度香取市一般会計補正予算（第6号）

香取の特産品で宿泊客をおもてなし

誘客促進と地域特産品の
認知度向上へ

新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ観光需要を回復する
ため、県のウエルカム・トゥ・千葉観光キャンペーン事業を活用し、
地域特産品を宿泊客に提供するなど、再訪や特産品の購買を促進す
る取り組みを支援します。

A

観光振興対策事業の観光協会事業補助金の内容は。Q

ウエルカム・トゥ・千葉観光キャンペーン事業で地域特産品をPR

2

1

避難所のリアルタイムな情報を必要と
する災害対策本部（令和元年台風15号）

議案第20号　専決処分の承認を求めることについて（専決処分第14号　令和2年度香取市一般会計補正予算（第5号））

避難所の情報提供を拡充

災害対策本部と避難所をリアルタイムでつなぐ

災害対策本部と避難所との情報連携をリアルタイムで行い、市民に
適切な情報を提供できるよう、ノートパソコン45台を整備します。

A

地域防災対策事業の情報提供の拡充とは。Q

かとり市議会だより No.59 4



9月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

ひとり親家庭等医療費等助成受給券で
支払いが便利に

議案第12号　香取市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

ひとり親家庭等の医療費
支払い方法が変更

受給券の発行で手続きもスムーズに

受給券の発行と医療費の支払い方法が同じになりますが、ひとり親
家庭等の医療費は、子どもだけでなく保護者も対象となります。9
月1日現在、保護者が480人、子どもが697人、合計1,177人を見
込んでいます。

A

子ども医療費助成事業とひとり親家庭等医療費等助成事業は受給対
象者など制度が同じ内容となるのか。また、対象人数は。

Q

遊覧船の座席改修で密を避ける

議案第4号　令和２年度香取市観光事業特別会計補正予算（第2号）

水郷佐原あやめパーク
安心の観光を提供

感染予防対策の改修等で3密を回避

感染予防対策に資する環境整備のうち、管理運営に係るものを指定
管理者に委託するものです。具体的には、休憩所の増設や園内遊覧
船の座席の改修等で密を回避する対策のほか、園内案内板の増設な
どとなります。

A

新型コロナウイルス感染症対策 経営改善支援業務 委託料の内容は。Q

議案第10号　香取市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

個人番号通知カード廃止に
伴い再発行手数料が廃止

マイナンバーカード取得促進へ

平成27年度の制度開始から令和2年度の通知カードの廃止まで、合
計2,182件です。

A

個人番号通知カードの再交付はこれまで何件あったか。Q
マイナポイント等の特典で
マイナンバーカード取得が進む

かとり市議会だより No.595



義務教育費国庫負担制度の堅持に
関する意見書を国へ提出

国における令和３年度教育予算拡充
に関する意見書を国へ提出

　国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任
を持つとともに、教育水準の維持向上と地方財政の安
定をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持する
よう強く求めました。

　国においては、教育が未来への先行投資であり、日
本の未来を担う子どもたちに十分な教育を保障するこ
とが、国民の共通した使命であることを再認識され、
国財政が非常に厳しい状況の中ではあるが、必要な教
育予算を確保することを強く要望しました。

発議案第1号 発議案第2号

議案第15号　工事請負契約の締結について（佐原駅周辺地区複合公共施設建設工事）

佐原駅周辺地区複合公共施設
建設工事請負契約の締結を可決
いきいきかとりコンソーシアムと34億3,596万円で契約

15年分で21億6,260万円です。A

コスト縮減は市民と議会の共通した要望であるため、
最もコスト削減が図れるＤＢＯ方式を採用し、市が示
す要求水準を守ったうえで建物整備、維持管理・運営
を行うことになるため、技術点が低く安価であっても、
要求水準を下回るものではありません。

A

　佐原駅周辺地区複合公共施設のＤＢＯ方式
による整備・管理運営事業の一般競争入札が
行われ、5社で構成するグループ「いきいきか
とりコンソーシアム」が、総額55億9,856万
円で落札しました。
　落札価格総額のうち、15年間の維持管理・
運営契約分を除く、施設整備分34億3,596万
円をグループの代表企業である清水建設株式
会社千葉支店と工事請負契約を締結するための議決をもとめる議案が上程され、付託された総務企画常任委員会で
審査したところ、賛成多数で原案可決、本会議の採決でも賛成多数で可決しました。

佐原駅周辺地区複合公共施設整備・管理運営事業の維
持管理・運営費は。

Q

総合評価方式開札調書の入札結果では、技術評価点が
低い業者が安価で落札した結果になっているが。

Q

9月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

拡大版

　受注者となる企業が、実施設計業務、施工業務およ
び維持管理・運営業務等を一括で行うことを「デザイン 
ビルド オペレート方式（略してＤＢＯ方式）と呼びます。

　老朽化した佐原中央公民館や佐原中央図書館の建て
替えに加え、子育て支援施設や観光情報発信施設等を
備えた複合的な施設です。

ＤＢＯ方式ってなに？

佐原駅周辺地区複合公共施設ってなに？

令和4年9月完成予定（完成イメージ）

市議会活
動レポー

ト
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決算審査特別委員会

お金の使い道を
審査しました！

特別会計決算額 公営企業会計決算額

一般会計決算額

令和元年度決算の概要

　市長は、監査委員がチェックした前年度決算について、議会の審査を受け、期日までに議会の認定を受けなけれ
ばなりません。審査の結果、全ての決算が認定されました。

令和元年度決算をチェック

340億 3,231万 8,496円 （前年度比△29億3,650万7,791円、7.94％減）
312億 846万 7,739円 （前年度比△33億7,957万3,832円、9.77％減）

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 28億2,385万757円　　●翌年度繰越財源 9億3,095万1,610円　　●実質収支額 18億9,289万9,147円

●水道事業 

●純利益 2億5,774万4,836円

病院事業

19億 5,329万 1,420円

 25億 3,236万 2,000円
 19億 3,883万 9,211円

 3億 360万 8,864円

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

●純利益 1,270万7,562円

●簡易水道事業 

 1億 4,048万 5,162円

  8,524万 7,000円
 1億 359万 7,392円

 1億 6,905万 1,932円

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

 20億 1,261万 651円

 13億 2,770万 632円
 16億 2,860万 3,890円

 20億 9,066万 520円

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

●純利益 2,934万8,960円

●国民健康保険事業 

 98億 3,818万 7,395円
 95億 6,056万 1,307円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 2億7,762万6,088円

●下水道事業 

 14億1,185万    671円
 13億5,312万7,814円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 5,872万2,857円

歳 入

歳 出

●農業集落排水事業 

 1億 8,933万 1,502円
 1億 7,259万 1,378円

●歳入歳出差引額 1,674万124円

●後期高齢者医療事業 

 9億 4,645万 1,432円
 9億 4,414万 9,032円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 230万2,400円

●観光事業 

 1億 1,743万 5,712円
 1億 1,743万 5,712円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 0円

●太陽光発電事業 

 2億 5,938万 3,252円
 2億 4,389万 9,201円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 1,548万4,051円

●介護保険事業 

 72億 7,509万 1,351円
 72億 759万 4,666円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 6,749万6,685円

●土地取得事業 

  5万 1,369円
  5万 1,369円

歳 入

歳 出

●歳入歳出差引額 0円

市税は約6千万円増も
引き続き財政規律を注視

黒 字

いずれも黒字
・収支均衡

いずれも
黒字
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決算審査特別委員会

地域医療を支える香取おみがわ医療センター

定期的ながん検診で早期発見・早期治療

返礼品として人気の特産品サツマイモ

ふるさと香取応援寄附金事業の寄附件数は。寄附額の昨年
度との比較は。

令和元年９月に開院した香取おみがわ医療センターのこれ
までの運営状況は。

入院延患者数は1万7,890人、1日平均患者数は84人で
す。前年の同時期と比較し減っていますが、稼働病床数が
150床から100床に減床した影響と思われます。また、外
来延患者数は5万8,881人、1日平均患者数は429.8人です。
入院患者数と同様に前年の同時期と比較し患者数が減って
いますが、新型コロナウイルス感染症に対する警戒感の影
響と思われます。

9,464件で、このうち474件は、台風15号および19号の
災害復旧支援として返礼品なしの寄附です。令和元年度の
寄附額は1億2,935万4,697円で、このうち災害復旧支
援分は1,286万9,697円。平成30年度が8,301万円で、
4,634万4,697円の増加となりました。

A

A

Q

Q

ふるさと香取応援寄附金
大幅増加

健全な病院運営を
求める

決算審査

1

令和元年度のがん検診における項目別の受診率は。

胃がん検診が10.1％、大腸がん検診が19.8％、肺がん検
診が19.5％、前立腺がん検診が34.2％、乳がん検診は２
種類あり、エコーが73.6％、マンモグラフィが33.1％、子
宮がん検診が23.4％となっており、全体では21.5％の受
診率です。

A

Q

がん検診受診率向上の
働きかけを

決算審査

2

決算審査

3
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お金の使い道を審査しました！

　市長をはじめ職員が、総合計画の推進に向
け全力で取り組んでいることに非常に深い感
銘を受け、評価するとともに、心から敬意と
感謝を申し上げるが、一般会計決算は、その
財源が国からの地方交付税等の配分により
成り立つことから、国の施策である消費税の
引き上げ、およびその配分制度を反映した本
決算に反対をする。また、市単独事業の配食
サービスの廃止に関し、予算と同様に決算も
反対の立場を表明する。

市の農業振興のために活動する委員43人

認定第1号一般会計歳入歳出決算に対する反対討論

運転監視や維持管理を委託している玉造浄水場

農地利用最適化交付金に関し、金額の算出根拠は。

活動実績と成果実績を基準に農業委員および農地利用最
適化推進委員に交付しています。活動実績分は207万3千
円、成果実績分は、委員一人あたりの基本額が1万4千円で、
委員全員分で722万4千円となり、合算すると929万7千
円です。

A

Q

農地利用の最適化を
推進

決算審査

4

水道事業会計の原水および浄水費の委託料の内容は。また、
委託業者は浄水施設に何人の勤務か。

浄水施設運転監視および維持管理業務委託で、アイテック
株式会社千葉支店に委託している費用が主なものです。玉
造浄水場は12人、城山浄水場は9人、合わせて21人の体
制で24時間勤務です。

A

Q

生活に欠かせない水道。
適正な管理委託を

決算審査

5

反 対 討 論
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※議長（田山一夫議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　×：反対

議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画） 令和2年度一般会計補正予算（第6号）

予算総額に4億4,136万8千円を追加し、補正後総額を420億7,860万1千円とする。道
路橋りょう費の道路維持事業に8,125万4千円、道路新設改良事業に6,300万円、橋梁
長寿命化対策事業に1億559万4千円を追加し、市道Ⅰ-23号線道路改良事業に1,320万
円等を計上

可決

議案第2号
（生活経済建設）

令和2年度国民健康保険事業特別会計
補正予算（第2号）

予算総額に199万9千円を追加し、補正後総額を97億1,307万8千円とする。過年度事
業の精算に伴う国県支出金等の超過交付額返納金を計上 可決

議案第3号
（福祉教育）

令和2年度介護保険事業特別会計補正
予算（第1号）

予算総額に1億5,668万3千円を追加し、補正後総額を73億9,668万3千円とする。介
護保険給付準備基金積立金に1億3,856万3千円を追加し、令和元年度事業の精算に伴
う国県支出金等の超過交付額返納金1,648万8千円を計上

可決

議案第4号
（生活経済建設）

令和2年度観光事業特別会計補正予算
（第2号）

予算総額に3,374万8千円を追加し、補正後総額を1億5,909万8千円とする。感染症対
策に係る施設整備費や運営改善に係る委託料を追加 可決

議案第5号
（生活経済建設）

令和2年度太陽光発電事業特別会計補
正予算（第1号）

予算総額に1,548万4千円を追加し、補正後総額を2億4,848万4千円とする。前年度決
算に伴い、一般会計への繰出金を追加 可決

議案第6号
（生活経済建設）

令和2年度水道事業会計補正予算（第1
号） 資本的収支において、収入に、交付金及び補助金3,183万2千円を追加 可決

議案第7号
（生活経済建設）

令和2年度公共下水道事業会計補正予
算（第1号）

職員配置に伴い、収益的収入および支出に411万2千円を追加し、資本的収入および支
出から同額を減額。地方公営企業法の適用に係る打切り決算の確定に伴う措置 可決

議案第8号
（生活経済建設）

令和2年度農業集落排水事業会計補正
予算（第1号） 地方公営企業法の適用に係る打切り決算の確定に伴う措置 可決

議案第9号
（総務企画）

市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例制定

地方自治法の改正に伴い、市長等の市に対する損害賠償責任について、その一部を免責
する額を政令で定める基準のとおり、条例で定める 可決

議案第10号
（生活経済建設） 手数料条例の一部改正 法律の改正に伴い、個人番号の通知カードの発行が廃止されたための所要の改正 可決
議案第11号
（福祉教育） 幼稚園設置条例の一部改正 佐原幼稚園旧園舎を使用しなくなったための所要の改正 可決
議案第12号
（福祉教育）

ひとり親家庭等医療費等の助成に関
する条例の一部改正

県の補助金交付要綱の改正に伴い、受給券を交付すると共に、自己負担額を見直すため
の所要の改正 可決

議案第13号
（福祉教育）

指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準等を定める条例
の一部改正

国が定める指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準の改正に伴う所要
の改正 可決

議案第14号
（　―　）

工事請負契約の締結（市営住宅粉名口
団地大規模改修工事（2号棟）） 3億8,390万円で落札した石井工業株式会社と工事請負契約を締結 可決

議案第15号
（総務企画）

工事請負契約の締結（佐原駅周辺地区
複合公共施設建設工事）

5社で構成するグループ「いきいきかとりコンソーシアム」が総額55億9,856万円で落
札。そのうち施設整備分34億3,596万円をグループの代表企業、清水建設株式会社千
葉支店と工事請負契約を締結

可決

議案第16号
（　―　）

業務委託契約の締結（学校情報通信ネ
ットワーク環境施設整備業務委託）

1億9,250万円で契約候補者に選定されたチバビジネス株式会社北総営業所と業務委託
契約を締結 可決

議案第17号
（　―　）

財産の取得（小中学校教育用端末等購
入） 2億2,990万円で落札したチバビジネス株式会社北総営業所と物品売買契約を締結 可決

議案第18号
（総務企画）

専決処分の承認（専決処分第12号　令
和2年度一般会計補正予算（第4号））

予算総額に8億4,047万７千円を追加し、補正後総額を415億6,632万8千円とした。
プレミアム付商品券発行事業に5億2,239万8千円を計上。避難所の感染症対策物資を
購入するため、防災備品購入費1億円を追加

承認

議案第19号
（生活経済建設）

専決処分の承認（専決処分第13号　令
和2年度観光事業特別会計補正予算（第
1号））

予算総額に735万円を追加し、補正後総額を1億2,535万円とした。感染症予防対策の
ための備品購入費および指定管理者経営安定特別給付金を計上 承認

議案第20号
（総務企画）

専決処分の承認（専決処分第14号　令
和2年度一般会計補正予算（第5号））

予算総額に7,090万5千円を追加し、補正後総額を416億3,723万3千円とした。避難
所での情報提供の拡充および福祉避難所設置に係る備品購入費など4,960万円を追加 承認

議案第21号
（　―　） 財産の取得（災害用備蓄品購入） 7,606万5千円で落札した星野総合商事株式会社千葉営業所と物品売買契約を締結 可決
認定第1号
（決算審査） 令和元年度一般会計歳入歳出決算 認定
認定第2号～9号
（決算審査）

令和元年度特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、農業集落排水事業、観光事業、下水道事業、土地取得事業、後期高齢
者医療事業、太陽光発電事業）歳入歳出決算 認定

認定第10号～12号
（決算審査） 令和元年度公営企業会計（水道事業、簡易水道事業、病院事業）決算 認定
請願第7号
（福祉教育）

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関
する意見書」採択に関する請願

国民に等しく義務教育を保障するという観点から、財政的に最低保障として下支えして
いる義務教育費国庫負担制度は必要不可欠。本制度の堅持を強く要望する 採択

請願第8号
（福祉教育）

「国における2021年度教育予算拡充
に関する意見書」採択に関する請願

子どもたちの健全育成を目指し豊かな教育を実現させるため、災害からの教育復興にか
かわる予算の拡充等、2021年度に向けての予算の充実を働きかけていただきたい 採択

発議案第1号
（　―　） 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決
発議案第2号
（　―　） 国における令和3年度教育予算拡充に関する意見書 可決

9月定例会　議案および採決結果概要
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QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 9月定例会

質問事項

8月から運用が開始した
防災情報ツイッター

Q
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
の
た
め
に
は
平
常
時
か

イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
の
た
め
に
は
平
常
時
か

ら
の
準
備
が
肝
要
だ
が
現
在
の
取
り
組
み
は
。

ら
の
準
備
が
肝
要
だ
が
現
在
の
取
り
組
み
は
。

A
水
道
施
設
の
早
期
復
旧
お
よ
び
道
路
災
害

水
道
施
設
の
早
期
復
旧
お
よ
び
道
路
災
害

に
関
し
て
は
、関
係
機
関
等
と
の
相
互
応
援

に
関
し
て
は
、関
係
機
関
等
と
の
相
互
応
援

協
定
等
に
よ
り
復
旧
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

協
定
等
に
よ
り
復
旧
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
成
田
支
社
と
連
携
を

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
成
田
支
社
と
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
で
、携
帯
電
話
等
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

強
化
す
る
こ
と
で
、携
帯
電
話
等
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

Q
災
害
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
が
重
要
度
を
増
し
て

災
害
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
が
重
要
度
を
増
し
て

い
る
。議
員
に
な
っ
て
か
ら
要
望
し
続
け
て

い
る
。議
員
に
な
っ
て
か
ら
要
望
し
続
け
て

い
た
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。

い
た
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。

最
大
限
活
用
す
る
に

最
大
限
活
用
す
る
に

は
平
常
時
か
ら
の
発

は
平
常
時
か
ら
の
発

信
が
重
要
。運
用
方

信
が
重
要
。運
用
方

針
は
。

針
は
。

A
災
害
時
に
は
、

災
害
時
に
は
、

避
難
勧
告
等

避
難
勧
告
等

の
緊
急
情
報
、避
難

の
緊
急
情
報
、避
難

所
の
情
報
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
情
報
を
発
信
し
て

所
の
情
報
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。平
常
時
に
は
、防
災
啓
発
に
重
点
を
置

い
き
ま
す
。平
常
時
に
は
、防
災
啓
発
に
重
点
を
置

い
た
内
容
を
発
信
予
定
で
す
。

い
た
内
容
を
発
信
予
定
で
す
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
対
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
対
策
を

考
慮
す
る
と
避
難
所
収
容
人
数
に
変
化
は
あ

考
慮
す
る
と
避
難
所
収
容
人
数
に
変
化
は
あ

る
の
か
。

る
の
か
。

A
通
常
時
と
比
べ
半
分
以
下
の
収
容
人
数
に
な

通
常
時
と
比
べ
半
分
以
下
の
収
容
人
数
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

対
象
を
明
確
に
し
た
移
住・定
住
施
策
を

対
象
を
明
確
に
し
た
移
住・定
住
施
策
を

Q
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の
環
境
整
備
の
検
討
も

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の
環
境
整
備
の
検
討
も

選
択
肢
。ど
こ
に
施
策
の
重
点
を
置
く
の
か
。

選
択
肢
。ど
こ
に
施
策
の
重
点
を
置
く
の
か
。

A
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
が
住
み
や

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
が
住
み
や

す
く
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
定
住
性
を
高

す
く
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
定
住
性
を
高

め
、移
住
者
増
加
に
つ
な
げ
る
施
策
を
継
続
し
て
い

め
、移
住
者
増
加
に
つ
な
げ
る
施
策
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
、移
住
者
に
対
す
る
直
接
的
な
支
援
等

く
と
と
も
に
、移
住
者
に
対
す
る
直
接
的
な
支
援
等

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
と
今
年
度

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
と
今
年
度

の
目
標
は
。

の
目
標
は
。

A
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
2
人
は
、水
郷
佐
原

人
は
、水
郷
佐
原

観
光
協
会
に
勤
務
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

観
光
協
会
に
勤
務
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
観
光
情
報
の
発
信
、各
種
団
体
と
の
協
力
、

Ｎ
Ｓ
で
の
観
光
情
報
の
発
信
、各
種
団
体
と
の
協
力
、

調
整
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
や
観
光
協
会

調
整
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
や
観
光
協
会

の
業
務
等
を
通
じ
、将
来
の
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
た

の
業
務
等
を
通
じ
、将
来
の
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
、地
域
団
体
や
住
民
と
の
交
流
、親
交
を
深
め
な

め
、地
域
団
体
や
住
民
と
の
交
流
、親
交
を
深
め
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

目
的
に
沿
っ
た
抗
原
検
査
の
継
続
を

目
的
に
沿
っ
た
抗
原
検
査
の
継
続
を

Q
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
抗
原
検
査

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
抗
原
検
査

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
。

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
。

A
1
日
に
日
に
1010
件
ほ
ど
行
え
る
体
制
で
す
。

件
ほ
ど
行
え
る
体
制
で
す
。

◆ 災害対策・安心安全な
まちづくり
◆ 移住・定住施策
◆ 新型コロナウイルス感
染症対策

過
去
の
経
験
を

生
か
し
た
災
害
対
策
を

加
藤 

裕
太 

議
員

か　
と
う 

ゆ
う　
た
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8人の議員が一般質問

質問事項

Q
山
田
・
栗
源
地
域
か
ら「
窓
口
業
務
な
ど
サ
ー

山
田
・
栗
源
地
域
か
ら「
窓
口
業
務
な
ど
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
。元
に
戻
し
て
ほ
し

ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
。元
に
戻
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。出
生
・
死
亡
・

い
」と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。出
生
・
死
亡
・

婚
姻
届
け
を
山
田
・
栗
源
支
所
で
も
で
き
る
よ
う
検

婚
姻
届
け
を
山
田
・
栗
源
支
所
で
も
で
き
る
よ
う
検

討
を
。

討
を
。

A
支
所
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、平
成

支
所
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、平
成
3131
年
4

月
か
ら
は
転
出
入
や
出
生
等
の
届
け
出
業
務

月
か
ら
は
転
出
入
や
出
生
等
の
届
け
出
業
務

は
、福
祉
や
保
険
、年
金
、子
育
て
分
野
へ
の
手
続
等

は
、福
祉
や
保
険
、年
金
、子
育
て
分
野
へ
の
手
続
等

が
必
要
と
な
る
た
め
、本
庁
も
し
く
は
小
見
川
支
所

が
必
要
と
な
る
た
め
、本
庁
も
し
く
は
小
見
川
支
所

で
の
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

で
の
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

Q
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
の
拡
大
は
、水

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
の
拡
大
は
、水

稲
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
農
業
に
大
き
な
影

稲
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
農
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。被
害
防
止
の
た
め
、猟
友
会

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。被
害
防
止
の
た
め
、猟
友
会

の
役
割
強
化
な
ど
対
策
を
求
め
る
。

の
役
割
強
化
な
ど
対
策
を
求
め
る
。

A
市
長
が
任
命
す
る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

市
長
が
任
命
す
る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。猟
友
会
の
ほ
か
、

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。猟
友
会
の
ほ
か
、

農
業
者
、市
職
員
等
、幅
広
く
人
材
を
確
保
す
る
こ

農
業
者
、市
職
員
等
、幅
広
く
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
で
、効
果
的
な
捕
獲
駆
除
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

と
で
、効
果
的
な
捕
獲
駆
除
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。ま
た
、民
間
の
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
活

す
。ま
た
、民
間
の
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
活

用
も
担
い
手
対
策
の
一
つ
と
考
え
ま
す
が
、捕
獲
・

用
も
担
い
手
対
策
の
一
つ
と
考
え
ま
す
が
、捕
獲
・

駆
除
等
に
精
通
し
て
い
る
猟
友
会
員
の
協
力
は
不
可

駆
除
等
に
精
通
し
て
い
る
猟
友
会
員
の
協
力
は
不
可

欠
で
あ
り
、そ
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

欠
で
あ
り
、そ
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

が
、小
野
川
沿
い
の
観
光
エ
リ
ア
と
有
機
的

が
、小
野
川
沿
い
の
観
光
エ
リ
ア
と
有
機
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
自
然
体
験
エ
リ
ア
と
し

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
自
然
体
験
エ
リ
ア
と
し

て「
牧
野
の
森
計
画
」が
あ
る
。今
後
の
管
理
・
活
用

て「
牧
野
の
森
計
画
」が
あ
る
。今
後
の
管
理
・
活
用

方
法
は
。

方
法
は
。

A
香
取
市
活
性
化
計
画
の
ほ
か
、農
村
滞
在
型

香
取
市
活
性
化
計
画
の
ほ
か
、農
村
滞
在
型

余
暇
活
動

余
暇
活
動

機
能
整
備
計
画
を

機
能
整
備
計
画
を

策
定
し
、農
林
業

策
定
し
、農
林
業

体
験
に
よ
る
都
市

体
験
に
よ
る
都
市

住
民
と
の
交
流
促

住
民
と
の
交
流
促

進
施
設
の
一
つ
に

進
施
設
の
一
つ
に

位
置
付
け
、散
策

位
置
付
け
、散
策

路
等
を
整
備
し
て

路
等
を
整
備
し
て

い
ま
す
。桜
の
里

い
ま
す
。桜
の
里

に
お
け
る
里
親
制
度
の
継
続
を
含
め
て
、引
き
続
き

に
お
け
る
里
親
制
度
の
継
続
を
含
め
て
、引
き
続
き

各
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
方
向
等
を
踏
ま
え
、そ
の

各
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
方
向
等
を
踏
ま
え
、そ
の

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

農
家
負
担
軽
減
を

農
家
負
担
軽
減
を

Q
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
料
金
が
大
幅

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
料
金
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、全
農
・
県
・
市
は
負

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、全
農
・
県
・
市
は
負

担
額
を
据
え
置
き
、農
業
者
の
み
が
負
担
増
に
な
っ

担
額
を
据
え
置
き
、農
業
者
の
み
が
負
担
増
に
な
っ

た
。検
討
い
た
だ
き
た
い
。

た
。検
討
い
た
だ
き
た
い
。

A
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
産
業
廃
棄
物
で

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
産
業
廃
棄
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、値
上
が
り
分
は
、排
出
事

あ
る
こ
と
か
ら
、値
上
が
り
分
は
、排
出
事

業
者
の
責
任
分
と
し
て
生
産
者
に
負
担
し
て
い
た
だ

業
者
の
責
任
分
と
し
て
生
産
者
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
た
く
、県
お
よ
び
県
協
議
会
か
ら
要
請
が
あ
り
ま

き
た
く
、県
お
よ
び
県
協
議
会
か
ら
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、市
協
議
会
で
も
検

し
た
。こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、市
協
議
会
で
も
検

討
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

討
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

◆ 山田・栗源支所の在り
方
◆ 市における鳥獣被害の
実態と今後の対策
◆ 橘ふれあい公園の管理
運営
◆ 農業用廃プラスチック
の収集業務

山
田
・
栗
源
で
も

出
生
・
死
亡
・

婚
姻
届
け
の
受
付
を

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
と
今
年
度

の
目
標
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
2
人
は
、水
郷
佐
原

観
光
協
会
に
勤
務
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
観
光
情
報
の
発
信
、各
種
団
体
と
の
協
力
、

調
整
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
や
観
光
協
会

の
業
務
等
を
通
じ
、将
来
の
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
、地
域
団
体
や
住
民
と
の
交
流
、親
交
を
深
め
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

目
的
に
沿
っ
た
抗
原
検
査
の
継
続
を

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
抗
原
検
査

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
。

1
日
に
10
件
ほ
ど
行
え
る
体
制
で
す
。

宇
井 

正
一 

議
員

う　

い 

し
ょ
う
い
ち

自然体験エリアとしての
活用が期待される牧野の森
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質問事項

早期の復旧が求められている
市道Ⅱ-9号線

現
在
の
道
路
環
境
に
つ
い
て

現
在
の
道
路
環
境
に
つ
い
て

Q
補
修
後

補
修
後
2
年
半
の
道
路
と
は
思
え
な
い
状
況

年
半
の
道
路
と
は
思
え
な
い
状
況

だ
が
、市
で
は
把
握
し
て
い
る
か
。

だ
が
、市
で
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A
東
京
電
力
の
修
繕
工
事
直
後
に
再
生
土
の
搬

東
京
電
力
の
修
繕
工
事
直
後
に
再
生
土
の
搬

入
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、定
期
的
な
パ

入
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、定
期
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
で
道
路
状
況
を
注
視
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

ト
ロ
ー
ル
で
道
路
状
況
を
注
視
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

現
在
の
状
況
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

Q
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
。

い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
。

A
平
成
平
成
3030
年
3
月
初
旬
か
ら
再
生
土
の
搬
入
が

月
初
旬
か
ら
再
生
土
の
搬
入
が

開
始
さ
れ
、

開
始
さ
れ
、1010
日
ほ
ど
で
路
面
の
亀
裂
を
確

日
ほ
ど
で
路
面
の
亀
裂
を
確

認
し
ま
し
た
。そ
の
後
、継
続
し
て
再
生
土
搬
入
車

認
し
ま
し
た
。そ
の
後
、継
続
し
て
再
生
土
搬
入
車

両
の
往
来
が
あ
っ
た
た
め
、徐
々
に
破
損
が
拡
大
し
、

両
の
往
来
が
あ
っ
た
た
め
、徐
々
に
破
損
が
拡
大
し
、

現
在
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
東
京
電
力
に
よ
る
修
繕
工
事
の
確
認
後
、

東
京
電
力
に
よ
る
修
繕
工
事
の
確
認
後
、1

カ
月
に
も
満
た
な
い
間
に
壊
れ
始
め
て
い
る
。

カ
月
に
も
満
た
な
い
間
に
壊
れ
始
め
て
い
る
。

壊
れ
た
状
態
で
の
期
間
が
長
い
が
、再
生
土
の
搬
入

壊
れ
た
状
態
で
の
期
間
が
長
い
が
、再
生
土
の
搬
入

業
者
に
対
し
て
修
繕
な
ど
の
要
請
は
し
て
い
た
か
。

業
者
に
対
し
て
修
繕
な
ど
の
要
請
は
し
て
い
た
か
。

A
再
生
土
搬
入
事
業
者
と
平
成

再
生
土
搬
入
事
業
者
と
平
成
3030
年
4
月
に
協

月
に
協

議
を
行
い
、事
業
期
間
中
の
道
路
の
維
持
管

議
を
行
い
、事
業
期
間
中
の
道
路
の
維
持
管

理
、事
業
完
了
後
の
道
路
復
旧
を
取
り
決
め
し
て
い

理
、事
業
完
了
後
の
道
路
復
旧
を
取
り
決
め
し
て
い

ま
す
。ま
た
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
路
面
の
状
況

ま
す
。ま
た
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
路
面
の
状
況

が
悪
い
場
合
は
、そ
の
都
度
、修
繕
の
依
頼
を
行
っ

が
悪
い
場
合
は
、そ
の
都
度
、修
繕
の
依
頼
を
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

Q
利
用
者
は
道
路
環
境
が
悪
い
こ
と
か
ら
迂
回

利
用
者
は
道
路
環
境
が
悪
い
こ
と
か
ら
迂
回

し
た
り
危
険
な
道
を
走
行
せ
ざ
る
を
得
な
い

し
た
り
危
険
な
道
を
走
行
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、今
後
の
予
定
は
。

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、今
後
の
予
定
は
。

A
再
生
土
搬
入
事
業
者
は
県
と
埋
め
立
て
後
の

再
生
土
搬
入
事
業
者
は
県
と
埋
め
立
て
後
の

植
林
等
の
協
議
中
で
、事
業
が
中
断
し
て
い

植
林
等
の
協
議
中
で
、事
業
が
中
断
し
て
い

ま
す
。事
業
者
か
ら
は
道
路
復
旧
の
約
束
を
書
面
で

ま
す
。事
業
者
か
ら
は
道
路
復
旧
の
約
束
を
書
面
で

い
た
だ
い
て
お
り
、県
と
の
協
議
終
了
後
に
復
旧
工

い
た
だ
い
て
お
り
、県
と
の
協
議
終
了
後
に
復
旧
工

事
を
行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。

事
を
行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Q
復
旧
の
約
束
は
書
面
の
と
お
り
実
行
し
て
も

復
旧
の
約
束
は
書
面
の
と
お
り
実
行
し
て
も

ら
え
る
か
。

ら
え
る
か
。

A
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
書
面
の
と
お
り
復
旧

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
書
面
の
と
お
り
復
旧

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

Q
先
日
、工
事
の
看
板
や
安
全
柵
が
突
然
撤
去

先
日
、工
事
の
看
板
や
安
全
柵
が
突
然
撤
去

さ
れ
、地
区
の
人
は
業
者
が
逃
げ
て
し
ま
う

さ
れ
、地
区
の
人
は
業
者
が
逃
げ
て
し
ま
う

の
で
は
と
不
安
に
感
じ
て
い
る
。万
が
一
、書
面
の

の
で
は
と
不
安
に
感
じ
て
い
る
。万
が
一
、書
面
の

内
容
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、納
得
の
い
く

内
容
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、納
得
の
い
く

修
繕
で
な
い
場
合
に
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

修
繕
で
な
い
場
合
に
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

A
県
条
例
や
他

県
条
例
や
他

市
の
対
応
状

市
の
対
応
状

況
を
確
認
し
、安
全

況
を
確
認
し
、安
全

な
道
路
の
確
保
に
向

な
道
路
の
確
保
に
向

け
検
討
し
て
い
き
ま

け
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
す
。

◆ 市道Ⅱ-9号線大崎地先
の道路環境

市
道
Ⅱ-

9
号
線
に

つ
い
て

井
上　

徹 

議
員

い
の
う
え　
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質問事項

9月定例会  8人の議員が一般質問

香取市の魅力が詰まった移住ガイド

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
は
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
は
生

活
様
式
や
働
き
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
、特

活
様
式
や
働
き
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
、特

に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及
で
都
市
部
か
ら

に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及
で
都
市
部
か
ら

田
舎
へ
の
移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
。こ
の
機
会
に
、

田
舎
へ
の
移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
。こ
の
機
会
に
、

地
の
利
や
自
然
環
境
の
良
さ
、市
全
域
に
光
回
線
網

地
の
利
や
自
然
環
境
の
良
さ
、市
全
域
に
光
回
線
網

が
整
備
さ
れ
て
い
る
香
取
市
へ
の
移
住
、定
住
を
積

が
整
備
さ
れ
て
い
る
香
取
市
へ
の
移
住
、定
住
を
積

極
的
に
進
め
る
た
め
の
補
助
制
度
の
実
態
は
。

極
的
に
進
め
る
た
め
の
補
助
制
度
の
実
態
は
。

A
移
住
者
に
対
す
る
補
助
金
は
、現
状
で
は
あ

移
住
者
に
対
す
る
補
助
金
は
、現
状
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、他
市
の
事
例
や
財
政
負
担
等

り
ま
せ
ん
が
、他
市
の
事
例
や
財
政
負
担
等

を
検
討
し
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

を
検
討
し
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Q
移
住
体
験
施
設
を
整
え
、閉
校
と
な
っ
た
教

移
住
体
験
施
設
を
整
え
、閉
校
と
な
っ
た
教

室
な
ど
を
活
用
し
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

室
な
ど
を
活
用
し
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

環
境
を
整
備
し
て
市
の
特
徴
を
宣
伝
し
、人
口
減
少

環
境
を
整
備
し
て
市
の
特
徴
を
宣
伝
し
、人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
早
急
に
着
手
す
べ
き
で

に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
早
急
に
着
手
す
べ
き
で

は
。
は
。A

現
時
点
で
は
移
住
体
験
施
設
は
設
置
を
し
て

現
時
点
で
は
移
住
体
験
施
設
は
設
置
を
し
て

い
ま
せ
ん
。市
内
に
は
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な

い
ま
せ
ん
。市
内
に
は
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な

ど
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ど
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

複
合
公
共
施
設
の
落
札
結
果
内
容
は

複
合
公
共
施
設
の
落
札
結
果
内
容
は

Q
総
合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
清
水

総
合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
清
水

建
設
グ
ル
ー
プ
が

建
設
グ
ル
ー
プ
が
5555
億
9
8
5
6

9
8
5
6
万
円
で

万
円
で

落
札（
落
札
率

落
札（
落
札
率
8585
・
1212
％
）、建
設
工
事
は

％
）、建
設
工
事
は
1313
億
円
も

億
円
も

安
く
落
札（
落
札
率

安
く
落
札（
落
札
率
6868
％
）で
き
た
要
因
は
。

％
）で
き
た
要
因
は
。

A
主
に
３
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。１
つ

主
に
３
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。１
つ

目
は
、事
業
手
法
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し

目
は
、事
業
手
法
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し

た
こ
と
で
す
。Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
は
事
業
者
が
自
身
の
ノ

た
こ
と
で
す
。Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
は
事
業
者
が
自
身
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
方
式
で
、そ
の
結

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
方
式
で
、そ
の
結

果
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。２
つ

果
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。２
つ

目
は
、複
数
の
事
業
者
が
入
札
に
参
加
し
た
こ
と
で

目
は
、複
数
の
事
業
者
が
入
札
に
参
加
し
た
こ
と
で

価
格
競
争
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。競
争
性
を
確
保

価
格
競
争
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。競
争
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、事
業
者
の
最
も
参
画
し
や
す
い
Ｓ
Ｐ

す
る
た
め
に
、事
業
者
の
最
も
参
画
し
や
す
い
Ｓ
Ｐ

Ｃ
を
組
成
し
な
い
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
事
業
手
法
と
し
て

Ｃ
を
組
成
し
な
い
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
事
業
手
法
と
し
て

選
択
し
た
結
果
で
す
。３
つ
目
は
、建
設
市
況
が
下
降

選
択
し
た
結
果
で
す
。３
つ
目
は
、建
設
市
況
が
下
降

局
面
に
入
っ
た
た
め
、建
設
コ
ス
ト
も
想
定
を
超
え

局
面
に
入
っ
た
た
め
、建
設
コ
ス
ト
も
想
定
を
超
え

る
下
落
幅
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。加
え
て
、新
型
コ
ロ

る
下
落
幅
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。加
え
て
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
変

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
変

化
も
建
設
市
況
下
降
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

化
も
建
設
市
況
下
降
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

◆ コロナ禍を経験し、生
活様式の転換が迫られ
ている状況下、今後の
市としての建設的な重
点施策
◆ 佐原駅周辺地区複合公
共施設整備事業

コ
ロ
ナ
禍
の

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

河
野 

節
子 

議
員

こ
う　
の　 

せ
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質問事項

佐原駅周辺地区複合公共施設
完成イメージ

Q
清
見
屋
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
図
書
館
・
公
民

清
見
屋
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
図
書
館
・
公
民

館
機
能
を
含
む
佐
原
駅
周
辺
地
区
複
合
公
共

館
機
能
を
含
む
佐
原
駅
周
辺
地
区
複
合
公
共

施
設
は
、大
規
模
修
繕
で
は
な
く
、新
築
と
し
た
理

施
設
は
、大
規
模
修
繕
で
は
な
く
、新
築
と
し
た
理

由
お
よ
び
複
合
公
共
施
設
と
し
た
理
由
と
概
要
は
。

由
お
よ
び
複
合
公
共
施
設
と
し
た
理
由
と
概
要
は
。

A
国
庫
補
助
金
な
ど
の
有
利
な
財
源
が
活
用
可

国
庫
補
助
金
な
ど
の
有
利
な
財
源
が
活
用
可

能
な
こ
と
、合
築
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
や

能
な
こ
と
、合
築
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
や

工
事
中
も
利
用
可
能
な
こ
と
か
ら
複
合
化
さ
せ
た
上

工
事
中
も
利
用
可
能
な
こ
と
か
ら
複
合
化
さ
せ
た
上

で
、移
転
、新
築
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。施
設
は
、

で
、移
転
、新
築
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。施
設
は
、

4
階
建
て
で
、

階
建
て
で
、1
階
に
子
育
て
世
代
支
援
施
設
や
テ

階
に
子
育
て
世
代
支
援
施
設
や
テ

ナ
ン
ト
な
ど
、

ナ
ン
ト
な
ど
、2
階
は
図
書
館
な
ど
、

階
は
図
書
館
な
ど
、3
階
は
主
に

階
は
主
に

公
民
館
機
能
、

公
民
館
機
能
、4
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
す
。

階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
す
。

Q
新
し
い
公
民
館
・
図
書
館
の
面
積
と
施
設
数
・

新
し
い
公
民
館
・
図
書
館
の
面
積
と
施
設
数
・

蔵
書
数
お
よ
び
防
音
室
と
ピ
ア
ノ
の
設
置
場

蔵
書
数
お
よ
び
防
音
室
と
ピ
ア
ノ
の
設
置
場

所
は
ど
こ
か
。

所
は
ど
こ
か
。

A
図
書
館
の
書
架
等
の
面
積
は

図
書
館
の
書
架
等
の
面
積
は
1
0
0
4

1
0
0
4
㎡
、
㎡
、

収
納
可
能
冊
数
は

収
納
可
能
冊
数
は
1313
万
7
千
冊
で
す
。公
民

千
冊
で
す
。公
民

館
機
能
諸
室
の
面
積
は

館
機
能
諸
室
の
面
積
は
1
4
5
9

1
4
5
9
㎡
、貸
出
部
屋
数

㎡
、貸
出
部
屋
数

は
1515
部
屋
で
す
。ピ
ア
ノ
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
視
聴

部
屋
で
す
。ピ
ア
ノ
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
視
聴

覚
室
、音
楽
練
習
室
一
室
に
設
置
予
定
で
す
。完
全

覚
室
、音
楽
練
習
室
一
室
に
設
置
予
定
で
す
。完
全

な
防
音
の
部
屋
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
練
習
室
。

な
防
音
の
部
屋
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
練
習
室
。

視
聴
覚
室
は
簡
易
的
な
防
音
設
備
で
す
。

視
聴
覚
室
は
簡
易
的
な
防
音
設
備
で
す
。

Q
災
害
時
避
難
対
策
と
し
て
小
ホ
ー
ル
の
観
客

災
害
時
避
難
対
策
と
し
て
小
ホ
ー
ル
の
観
客

席
の
両
サ
イ
ド
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

席
の
両
サ
イ
ド
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

A
実
施
設
計
の
中
で
事
業
者
と
確
認
し
て
い
き

実
施
設
計
の
中
で
事
業
者
と
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

Q
引
き
出
し
式
観
客
席
は
、歩
く
時
の
き
し
み

引
き
出
し
式
観
客
席
は
、歩
く
時
の
き
し
み

音
の
出
や
す
い
金
属
製
か
き
し
み
音
の
出
な

音
の
出
や
す
い
金
属
製
か
き
し
み
音
の
出
な

い
木
製
か
。

い
木
製
か
。

A
実
施
設
計
の
中
で
決
定
し
ま
す
が
、フ
レ
ー

実
施
設
計
の
中
で
決
定
し
ま
す
が
、フ
レ
ー

ム
は
金
属
製
で
す
。

ム
は
金
属
製
で
す
。

市
民
の
利
用
時
間
は

市
民
の
利
用
時
間
は

Q
テ
ナ
ン
ト
は
ど
ん
な
事
業
者
が
入
る
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
は
ど
ん
な
事
業
者
が
入
る
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
お
よ
び
施
設
の
利
用
時
間
は
。

テ
ナ
ン
ト
お
よ
び
施
設
の
利
用
時
間
は
。

A
1
階
に
千
葉
銀
行

階
に
千
葉
銀
行

と
カ
フ
ェ
、

と
カ
フ
ェ
、3
階

に
社
会
福
祉
協
議
会
が
入

に
社
会
福
祉
協
議
会
が
入

居
予
定
で
す
。利
用
時
間

居
予
定
で
す
。利
用
時
間

は
、図
書
館
と
子
育
て
世

は
、図
書
館
と
子
育
て
世

代
支
援
施
設
が
午
前

代
支
援
施
設
が
午
前
9
時

か
ら
午
後

か
ら
午
後
7
時
ま
で
、公

時
ま
で
、公

民
館
が
午
前

民
館
が
午
前
9
時
か
ら
午

時
か
ら
午

後
1010
時
ま
で
、観
光
情
報
発
信
施
設
が
午
前

時
ま
で
、観
光
情
報
発
信
施
設
が
午
前
9
時
か
時
か

ら
午
後

ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。テ
ナ
ン
ト
は
入
居
す
る
事

時
ま
で
で
す
。テ
ナ
ン
ト
は
入
居
す
る
事

業
者
の
運
営
時
間
に
よ
り
ま
す
。

業
者
の
運
営
時
間
に
よ
り
ま
す
。

市
の
財
政
支
出
は

市
の
財
政
支
出
は

Q
運
営
事
業
者
へ
の
指
定
管
理
料
の
内
訳
と
市

運
営
事
業
者
へ
の
指
定
管
理
料
の
内
訳
と
市

が
支
払
う
光
熱
水
費
は
年
間
い
く
ら
か
。

が
支
払
う
光
熱
水
費
は
年
間
い
く
ら
か
。

A
維
持
管
理
、運
営
業
務
分
で

維
持
管
理
、運
営
業
務
分
で
1515
年
間
の
総
額

年
間
の
総
額

は
2121
億
6
2
6
0

6
2
6
0
万
円
、年
額
約

万
円
、年
額
約
1
億
4
2

0
0
0
0
万
円
で
す
。光
熱
水
費
は
、

万
円
で
す
。光
熱
水
費
は
、4
千
万
円
程
度
を

千
万
円
程
度
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

想
定
し
て
い
ま
す
。

◆ 佐原駅周辺地区複合公
共施設
◆ 新型コロナ対策

利
用
し
や
す
い

複
合
公
共
施
設
を

久
保
木 

宗
一 

議
員

く　

ぼ　

き　

そ
う
い
ち
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質問事項

9月定例会  8人の議員が一般質問

幅広い世代の交通手段として
活躍する路線バス

Q
路
線
バ
ス
と
乗

路
線
バ
ス
と
乗

合
タ
ク
シ
ー
の

合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
経
費
の
赤
字
補
て

運
行
経
費
の
赤
字
補
て

ん
額
と
受
益
者
負
担
率

ん
額
と
受
益
者
負
担
率

は
。
ま
た
、
見
直
し
は

は
。
ま
た
、
見
直
し
は

必
要
か
。

必
要
か
。

A
乗
合
タ
ク
シ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー

の
受
益
者
負
担
率
は

の
受
益
者
負
担
率
は
1212
・
5
％
で
行
政
負
担

％
で
行
政
負
担

額
は
額
は
9
4
7

9
4
7
万
8
千
円
で
す
。民
間
タ
ク
シ
ー
と
の

千
円
で
す
。民
間
タ
ク
シ
ー
と
の

運
賃
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、運
賃
見
直
し
が
必
要

運
賃
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、運
賃
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
の
受
益
者
負
担
率
は

と
考
え
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
の
受
益
者
負
担
率
は

2424
・
9
％
で
行
政
負
担
額
は
約

％
で
行
政
負
担
額
は
約
4
2
0
6

4
2
0
6
万
円
で
す
。

万
円
で
す
。

Q
遠
隔
地
の
人
に
対
し
て
、自
宅
か
ら
公
共
交

遠
隔
地
の
人
に
対
し
て
、自
宅
か
ら
公
共
交

通
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

通
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
新
た
な
技
術
は
今
後
も
開
発
が
進
ん
で
い
く

新
た
な
技
術
は
今
後
も
開
発
が
進
ん
で
い
く

た
め
、引
き
続
き
情
報
収
集
し
研
究
し
て
い

た
め
、引
き
続
き
情
報
収
集
し
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

避
難
所
の
感
染
対
策
は

避
難
所
の
感
染
対
策
は

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
所
運
営
の
概
要
は
。

避
難
所
運
営
の
概
要
は
。

A
避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、避
難

避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。発
熱
や

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。発
熱
や

体
調
不
良
等
の
あ
る
人
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ

体
調
不
良
等
の
あ
る
人
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ

の
確
保
、避
難
者
の
体
調
管
理
に
お
け
る
保
健
師
と

の
確
保
、避
難
者
の
体
調
管
理
に
お
け
る
保
健
師
と

の
連
携
や
状
態
に
応
じ
た
医
療
機
関
へ
の
搬
送
手
順
、

の
連
携
や
状
態
に
応
じ
た
医
療
機
関
へ
の
搬
送
手
順
、

通
信
手
段
を
確
保
す
る
移
動
系
防
災
行
政
用
無
線
の

通
信
手
段
を
確
保
す
る
移
動
系
防
災
行
政
用
無
線
の

操
作
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

操
作
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

Q
換
気
用
の
送
風
機
の
配
備
予
定
と
長
期
停
電

換
気
用
の
送
風
機
の
配
備
予
定
と
長
期
停
電

対
策
と
し
て
の
発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者

対
策
と
し
て
の
発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者

と
の
災
害
協
定
の
提
携
状
況
は
。

と
の
災
害
協
定
の
提
携
状
況
は
。

A
送
風
機
は
現
在
、購
入
に
向
け
て
準
備
を
進

送
風
機
は
現
在
、購
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。発
電
機
に
関
す
る
協
定
は
、

め
て
い
ま
す
。発
電
機
に
関
す
る
協
定
は
、

平
成
平
成
2929
年
3
月
に（
一
社
）千
葉
県
建
設
業
協
会
香
取

月
に（
一
社
）千
葉
県
建
設
業
協
会
香
取

支
部
等
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

支
部
等
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

市
の
害
獣
対
策
は

市
の
害
獣
対
策
は

Q
各
猟
友
会
へ
の
委
託
料
と
従
事
者
数
は
。ま

各
猟
友
会
へ
の
委
託
料
と
従
事
者
数
は
。ま

た
、捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
お
よ
び
費

た
、捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
お
よ
び
費

用
は
。

用
は
。

A
佐
原
猟
友
会
は

佐
原
猟
友
会
は
1212
人
で
委
託
料
は

人
で
委
託
料
は
6464
万
2
千

円
。香
取
東
部
猟
友
会
小
見
川
支
部
は

円
。香
取
東
部
猟
友
会
小
見
川
支
部
は
5
人

で
委
託
料
は

で
委
託
料
は
1313
万
円
。香
取
東
部
猟
友
会
山
田
支
部

万
円
。香
取
東
部
猟
友
会
山
田
支
部

は
5
人
で
委
託
料
は

人
で
委
託
料
は
1010
万
3
千
円
。処
理
は
、約

千
円
。処
理
は
、約
9

割
が
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
、状
態
の

割
が
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
、状
態
の

よ
い
約

よ
い
約
1
割
は
猟
友
会
員
の
食
用
。費
用
は
手
数
料

割
は
猟
友
会
員
の
食
用
。費
用
は
手
数
料

減
免
の
た
め
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
免
の
た
め
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
今
年
開
業
し
た
ジ
ビ
エ
工
房
茂
原
で
は
、捕

今
年
開
業
し
た
ジ
ビ
エ
工
房
茂
原
で
は
、捕

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
回
収
を
し
て
い
る
が
、

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
回
収
を
し
て
い
る
が
、

市
で
も
連
携
を
と
れ
な
い
か
。

市
で
も
連
携
を
と
れ
な
い
か
。

A
す
で
に
提
携
し
て
い
る
自
治
体
の
視
察
等
を

す
で
に
提
携
し
て
い
る
自
治
体
の
視
察
等
を

行
い
、猟
友
会
の
ほ
か
関
係
機
関
と
協
議
し

行
い
、猟
友
会
の
ほ
か
関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

◆ デマンド交通
◆ 新型コロナウイルスと
災害対策
◆ 市の害獣対策

現
状
の
運
行
を
維
持

し
つ
つ
デ
マ
ン
ド

交
通
の
活
用
を

千
年 

正
浩 

議
員

　

ち　
と
せ 

ま
さ
ひ
ろ
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質問事項

新型コロナウイルス感染症支援策
かとりスーパープレミアム商品券

◆ 新型コロナウイルス感
染症対策
◆ 香取おみがわ医療セン
ター職員の賃金労働条
件
◆ プレミアム商品券販売
事業

Q
県
知
事
へ
の
要
請
お
よ
び
香
取
保
健
所
と
地

県
知
事
へ
の
要
請
お
よ
び
香
取
保
健
所
と
地

元
医
師
会
の
協
議
の
進
捗
は
。

元
医
師
会
の
協
議
の
進
捗
は
。

A
香
取
保
健
所
で
は
、香
取
地
域
に
お
け
る
Ｐ

香
取
保
健
所
で
は
、香
取
地
域
に
お
け
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
の
た
め「
地
域
外
来
・

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
の
た
め「
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
目
指
し
て
、香
取
郡
市

検
査
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
目
指
し
て
、香
取
郡
市

医
師
会
等
と
調
整
中
で
す
。

医
師
会
等
と
調
整
中
で
す
。

Q
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
導
入
す
る

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
導
入
す
る

抗
原
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
の
違
い
、ま
た

抗
原
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
の
違
い
、ま
た

そ
の
運
用
は
。

そ
の
運
用
は
。

A
当
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
同

当
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
同

程
度
の
精
度
と
さ
れ
る
抗
原
定
量
検
査
を
主

程
度
の
精
度
と
さ
れ
る
抗
原
定
量
検
査
を
主

に
行
い
、必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
香
取
保
健

に
行
い
、必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
香
取
保
健

所
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

所
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
看

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
看

護
職
員
の
低
賃
金
・
昇
格
差
別
の

護
職
員
の
低
賃
金
・
昇
格
差
別
の

是
正
を

是
正
を

Q
看
護
師
の
給
料
水
準
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

看
護
師
の
給
料
水
準
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

て
い
る
か
。

A
給
料
表
は
県
と
同
じ
で
す
。経
験
年
数
で
の

給
料
表
は
県
と
同
じ
で
す
。経
験
年
数
で
の

給
料
お
よ
び
給
与
月
額
を
比
較
す
る
と
、当

給
料
お
よ
び
給
与
月
額
を
比
較
す
る
と
、当

医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
の
ほ
う
が
低
く
な
る
傾
向
で
す

医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
の
ほ
う
が
低
く
な
る
傾
向
で
す

が
、県
内
市
町
村
の
自
治
体
病
院
と
の
比
較
で
は
、

が
、県
内
市
町
村
の
自
治
体
病
院
と
の
比
較
で
は
、

地
域
手
当
の
有
無
に
よ
る
差
を
除
け
ば
、際
立
っ
た

地
域
手
当
の
有
無
に
よ
る
差
を
除
け
ば
、際
立
っ
た

違
い
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

違
い
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

Q
他
の
公
立
病
院
が
実
施
し
て
い
る「
昇
格
制

他
の
公
立
病
院
が
実
施
し
て
い
る「
昇
格
制

度
」と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運

度
」と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運

用
の
違
い
は
。

用
の
違
い
は
。

A
県
内
の
市
、町
立
病
院
の
級
別
資
格
基
準
表

県
内
の
市
、町
立
病
院
の
級
別
資
格
基
準
表

は
3
級
ま
で
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

級
ま
で
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、そ
れ
ら
の
病
院
で
は
、短
大
卒
の
場
合
、

く
、そ
れ
ら
の
病
院
で
は
、短
大
卒
の
場
合
、1010
年
か
年
か

ら
1414
年
程
度
で

年
程
度
で
3
級
ま
で
昇
格
で
き
る
の
に
対
し
、

級
ま
で
昇
格
で
き
る
の
に
対
し
、

当
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

当
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
3
級
に
昇
格
す
る
の
に
、更

級
に
昇
格
す
る
の
に
、更

に
5
年
か
ら

年
か
ら
1010
年
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
未
消
化
分
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
未
消
化
分
の

処
理
は
市
民
の
多
様
な
意
見
に
耳

処
理
は
市
民
の
多
様
な
意
見
に
耳

を
傾
け
て
対
応
を

を
傾
け
て
対
応
を

Q
実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
は
。

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
は
。

A
佐
原
商
工
会
議
所
、

佐
原
商
工
会
議
所
、

香
取
市
商
工
会
、

香
取
市
商
工
会
、

佐
原
商
店
会
連
合
会
、小

佐
原
商
店
会
連
合
会
、小

見
川
商
店
会
連
合
会
、く

見
川
商
店
会
連
合
会
、く

す
タ
ー
商
業
協
同
組
合
お

す
タ
ー
商
業
協
同
組
合
お

よ
び
市
で
す
。

よ
び
市
で
す
。

Q
未
消
化
分
の
対
応
は
市
民
の
多
様
な
意
見
を

未
消
化
分
の
対
応
は
市
民
の
多
様
な
意
見
を

く
み
上
げ
て
。

く
み
上
げ
て
。

A
現
段
階
で
は
、販
売
規
模
に
達
し
な
い
場
合
の

現
段
階
で
は
、販
売
規
模
に
達
し
な
い
場
合
の

具
体
的
な
対
処
方
法
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

具
体
的
な
対
処
方
法
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

実
行
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
の
開
設
と

発
熱
患
者
受
け
入
れ
等

医
療
体
制
の
整
備
を

根
本 

義
郎 

議
員

ね　
も
と 

よ
し
ろ
う
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質問事項

9月定例会  8人の議員が一般質問

より快適な住環境へ大規模改修
工事が進む市営住宅粉名口団地

Q
緊
急
連
絡
先
人
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
で
保

緊
急
連
絡
先
人
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
で
保

証
人
は
不
要
に
な
る
と
考
え
る
が
。

証
人
は
不
要
に
な
る
と
考
え
る
が
。

A
緊
急
連
絡
先
は
保
証
人
で
は
な
く
、入
居
者

緊
急
連
絡
先
は
保
証
人
で
は
な
く
、入
居
者

の
家
賃
滞
納
に
つ
い
て
、解
消
を
促
す
法
的

の
家
賃
滞
納
に
つ
い
て
、解
消
を
促
す
法
的

な
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、滞
納
の
事
実
を
知
ら

な
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、滞
納
の
事
実
を
知
ら

せ
る
こ
と
は
、入
居
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

せ
る
こ
と
は
、入
居
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
可
能
性
が
あ
り
、緊
急
連
絡
先
に
家
賃
滞
納
対
応

る
可
能
性
が
あ
り
、緊
急
連
絡
先
に
家
賃
滞
納
対
応

の
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

の
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

Q
市
営
住
宅
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
セ
ー
フ

市
営
住
宅
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
網
で
あ
る
と
思
う
が
見

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
網
で
あ
る
と
思
う
が
見

解
は
。

解
は
。

A
県
内
県
内
2323
の
市
町

の
市
町

村
が
保
証
人
規

村
が
保
証
人
規

定
を
継
続
し
て
い
ま
す

定
を
継
続
し
て
い
ま
す

の
で
、他
の
自
治
体
の

の
で
、他
の
自
治
体
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し

取
り
組
み
を
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
へ
の

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
へ
の

市
の
認
識
は

市
の
認
識
は

Q
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援
策
は
。

市
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援
策
は
。

A
専
門
機
関
へ
の
相
談
延
べ
件
数
は
、令
和

専
門
機
関
へ
の
相
談
延
べ
件
数
は
、令
和
2

年
7
月
末
現
在

月
末
現
在
3838
人
で
す
。令
和

人
で
す
。令
和
3
年
4
月

か
ら
、ひ
き
こ
も
り
等
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

か
ら
、ひ
き
こ
も
り
等
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

を
、市
町
村
が
創
意
工
夫
を
も
っ
て
実
施
で
き
る
重

を
、市
町
村
が
創
意
工
夫
を
も
っ
て
実
施
で
き
る
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
す
。こ
れ

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
、断
ら
な
い
相
談
、活
動
機
会
の
提
供
、地
域

に
よ
り
、断
ら
な
い
相
談
、活
動
機
会
の
提
供
、地
域

づ
く
り
の

づ
く
り
の
3
つ
の
支
援
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
可

つ
の
支
援
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
の
で
、構
築
に
向
け
検
討
し
て
い
き

能
と
な
り
ま
す
の
で
、構
築
に
向
け
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

Q
市
独
自
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
で
き
な
い

市
独
自
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
で
き
な
い

か
。
か
。

A
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
の
中
で
研
究
し
て

重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
の
中
で
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

進
捗
状
況
は

進
捗
状
況
は

Q
本
格
運
行
し
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
状

本
格
運
行
し
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
状

は
。
は
。

A
令
和
令
和
2
年
3
月
末
時
点
の
登
録
者
数
は

月
末
時
点
の
登
録
者
数
は

7
6
3

7
6
3
人
で
す
。登
録
者
の
う
ち
、令
和
元

人
で
す
。登
録
者
の
う
ち
、令
和
元

年
度
中
の
実
際
の
利
用
者
は

年
度
中
の
実
際
の
利
用
者
は
2
0
8

2
0
8
人
で
す
。

人
で
す
。

Q
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
優
遇
措
置
は
。

運
転
免
許
返
納
者
へ
の
優
遇
措
置
は
。

A
千
葉
交
通
㈱
で
は
、路
線
バ
ス
利
用
の
際
、

千
葉
交
通
㈱
で
は
、路
線
バ
ス
利
用
の
際
、

6565
歳
以
上
で
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
に
よ

歳
以
上
で
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
に
よ

り
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。市
独
自
の
負
担
軽
減

り
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。市
独
自
の
負
担
軽
減

策
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

策
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆ 公営住宅入居条件
◆ ひきこもり問題
◆ 公共交通網形成計画と
高齢者福祉サービスの
充実
◆ 閉校した校舎の活用
◆ コロナ禍に伴う文化活
動の再開対応

公
営
住
宅
の

入
居
条
件
緩
和
を

辻　

達
広 

議
員

つ
じ　
　

た
つ
ひ
ろ
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

12月 傍聴自粛のお願い
ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

編集後記

定例会
の日程

こだわりの逸品を生み出す香取の匠たちをご紹介します

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/
香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

本会議
本会議（一般質問調整日）
常任委員会
本会議

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の12月定例会での受け付けは、11月19日（木）午後4
時までとなります。

市議会をより詳しく知りたいときは

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧で
きます。6月定例会の会議録
までご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ
中継は、市議会ホーム
ページで視聴できます。
録画映像は、おおむね1
週間後から視聴可能です。

9月定例会のライブ中継
視聴者数は63人、8月25
日から9月30日までの
録画再生件数は183件で
した。

議会中継会議録

傍聴に訪れた人数（R1.9月～R2.9月）
R2.9月

Vol.9

R2.6月R1.9月 R1.12月 R2.3月

35人 10人19人34人

10 1010 10

まぁずファーム（荒久）
農事組合法人 清里ファーム（白井）

齋藤 　勝さん（51歳）
さい とう 　 まさる

　若者の流出による人口減少、高齢化が顕著な農業、
広がる耕作放棄地、太陽光発電に姿を変える農地を目
の当たりにし、香取市の基幹産業である農業を、若者
の心を惹く魅力あるものにしなければならないとの想
いが溢れ「机の上の言葉ではなく経験を伝えたい」と
平成30年3月に香取市役所を早期退職。
　農業の世界に飛び込み、妻の久美子さんと「まぁず
ファーム」を設立しました。「家族で笑顔あふれる農
業」がテーマ。価値観を見直し、やりがいや達成感、
農業で得られる幸福感を若者や移住希望者に伝えたい
と、安心・安全な農作物の生産に取り組んでいます。
　昨年からは6次産業化にも着手し、香取市で丁寧に
豚を育てている大権農場= 権兵衛ハムとコラボし、
お酒に合うソ－セージ「のんべぇそーせーじ」を製作。
令和2年度ちば香取のすぐれものに認定されました。

価値観を見直し
農業の魅力アップ！
～達成感・幸福感・笑顔あふれる農業を香取市で～

新型コロナウイルスの感染拡大を防止する
ため、当面の間、本会議および委員会等の
傍聴は、できる限り自粛いただくようお願
いすることとしました。

 12/ 1（火） 3（木） 
  9（水） 10（木） 11（金）
  14（月） 15（火）
  18（金）

4人

　9月議会はコロナ禍の中、3密を避けるため、議場へ衝立
を設置するなどさまざまな工夫を施し開かれました。新型コ
ロナウイルス感染症の収束がなかなか見えず、大変な毎日を
過ごされていると思いますが、終息はきっと訪れます。私た
ちも議会だよりも、市民の皆さんの力になるよう努めてまい
りますので、これからもよろしくお願いします。 （成毛）

　新型コロナウイルス感染症による経済への影響はいまだ強
く、新規感染者も毎日増加の報道がされています。そのよう
な中でも、地域おこし協力隊として香取市で活動しているお
二人からお話を聞くことができました。周りから見える香取
市がどうなのか、興味を持っていただければ幸いです。
 （井上）

　郷土愛が強く、素材から加工に至るまで「香取市産」
にこだわっています。
　今後も農作物の生産と同時に新たな６次化商品開発
に取り組みたいと話す齋藤さん。
　今年1月から「まぁずファーム」の運営を久美子さ
んに任せ、勝さんは農事組合法人「清里ファーム」に
籍を置き、高齢化が進む農業を次世代へ継承、6次産
業化による高齢者の働く場の創出にも着手しました。
　元行政マンらしく、空家と空農地をセットにした移
住政策、新規就農者獲得のために後継者のいない農家
への師弟制度等を市に提言していきたいと問題解決に
も積極的です。
　「とにかく香取市を良くしたい」と語る姿が印象的
でした。
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